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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代社会と伝統的社会における環境観、および、ライフスタイ

ルと二酸化炭素排出量との関係を分析し、カーボンフットプリントを用いて「低炭素社会」を実現するた

めに有効と考えられるライフスタイルを構築するための方法論の創出を目的とした。現代の日本人とと

もに、ニュージーランドのマオリをとりあげ、変貌する社会の中で、彼らの伝統的環境観とライ

フスタイルがどのように保持されてきたかを調査し、両者の環境観、ライフスタイルと対比さ

せ、カーボンフットプリントの有効活用法、そして、「低炭素社会」実現のためのライフスタイ

ルの構築法を提示した。

研究成果の概要（英文）：
We aimed at developing a methodology to build a lifestyle for a sustainable society by

exploring a relationship among environmental consciousness, lifestyle and CO2 emission.
We surveyed traditional concepts of the environmental consciousness and lifestyle of the
Japanese and Maori, and made a proposal for the effective utilization of carbon footprint as
a tool to build the lifestyle for the low-carbon society.
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１．研究開始当初の背景
地球の温暖化が進む中、CO2 排出量を逓減

し、「低炭素社会」を実現して、持続可能な

社会のためのライフスタイルを構築するこ

とは、２１世紀大の課題である。「低炭素社

会」実現のためには、これまでの消費優先型

のライフスタイルを見直すことが必須であ

る。しかし、そこへ至る道筋とそのために有

効な方法論は未だ開発されていない。そこで
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を活用して、「低炭素社会」を実現するため

のライフスタイルの獲得法を研究すること

とした。

２．研究の目的
本研究では、伝統的な環境観とライフスタ

イルを保持しているニュージーランドのマ

オリ社会をとりあげ、変貌する社会の中で、

彼らのライフスタイルがどのように保持さ

れてきたかを、彼らの伝統的環境観、ライフ

スタイル、情報活動の調査によって明らかに

する。そして、消費社会日本における環境観、

ライフスタイル、情報活動、さらに、二酸化

炭素排出量との関係を対比させる。これらの

結果を統合、考察し、カーボンフットプリン

トの有効活用法と「低炭素社会」実現のため

のライフスタイルを提示する。

３．研究の方法
日本における人々の環境観とマオリ社会

における伝統的環境観を比較研究し、緊急課
題である低炭素化社会を実現するためのツ
ール、カーボンフットプリントの有効活用の
方法と持続的な社会のためのライフスタイ
ル獲得を展望する。
(1)日本人とマオリの環境観

若者を主対象として、彼らの環境観をアン
ケート調査し、得られたデータを多変量解析
して、人々を類型化する。
(2)現代人の二酸化炭素排出量とライフスタ
イルの関係

環境産業連関表と全国消費実態調査を用
いて、日本における 30 年間の二酸化炭素排
出量を算出し、ライフスタイルとの関係を明
らかにする。
(3)カーボンフットプリントの有効活用と伝
統的価値観、ライフスタイルの関係

カーボンフットプリントに対する若者の
意識と実態をアンケートによって調査する。
そして、(1)(2)によって得られた結果と組み合
わせて、伝統的価値観やライフスタイルとの
関係の観点から、カーボンフットプリントの
有効な活用法を示す。

４．研究成果
本研究によって、日本人の環境観、二酸化

炭素排出量、ライフスタイルの実態と問題点
が明らかとなった。そして、カーボンフット
プリントを用いて、持続可能な社会のための
ライフスタイルの獲得を提示することがで
きた。
(1) 日本人とマオリの環境観

日本人、マオリの若者を中心にした人々、
1040 人を対象としてアンケート調査を行っ
た。その結果、グローバルな環境問題、日常
的な環境問題のいずれにも関心は高かった

けれども、マオリに較べ、日本人は、伝統的
価値観に関する意識は低いことが明らかと
なった。また、人々を、環境意識によって、
4 つの環境グループに類型化することができ
た。
(2)現代人の二酸化炭素排出量とライフスタ
イルの関係

1980 年からの 29 年間、日本の消費支出は
増加から一定、そして減少へと変化したにも
かかわらず、二酸化炭素排出量は漸次増加し
たことが明らかとなった。これは、二酸化炭
素排出への寄与が大きな燃料、交通への出費
を促すライフスタイルの増加によるもので
ある。
(3)カーボンフットプリントの有効活用と環
境意識、伝統的価値観の関係

カーボンフットプリントの認知度は非常
に低かった。しかし、環境グループと認知度
との関係を分析した結果、日常生活の中での
環境意識が、情報を積極的に取り入れ、認知
し、活用へと向かう原動力であることが明ら
かとなった。したがって、カーボンフットプ
リントの有効活用のためには、伝統的価値観
を再評価し、環境意識を高める工夫が必要な
ことが示唆された。
(4)今後の展望

カーボンフットプリントを、現代人のライ
フスタイル変更のために有力なツールとし
て活用するためには、表示の仕方や表示主体
の整備等の技術的な問題だけではなく、人間
の情報活動と価値観の形成の観点から、カー
ボンフットプリントのあり方と活用法を再
考する必要がある。この点に関して、教育は
最も重要な意味をもつと考えられる。今後、
学校教育、社会教育におけるカーボンフット
プリントの活用を図ることが望まれる。
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